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部
落
解
放
・
人
権
政
策
確
立
要
求
中

央
実
行
委
員
会
が
東
京
・
星
陵
会
館
で

２
０
２
２
年
度
部
落
解
放
・
人
権
政
策
確

立
要
求
第
１
次
中
央
集
会
を
５
月
23
日
に

実
施
さ
れ
、
３
２
１
人
が
参
加
し
た
。
５

月
の
集
会
開
催
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
実

に
２
０
１
９
年
以
来
と
な
り
、
要
請
に
基

づ
き
、本
会
か
ら
は
清
水
境
港
市
副
市
長
、

新
川
若
桜
町
教
育
長
を
は
じ
め
８
名
が
参

加
し
、
人
権
委
員
会
設
置
を
含
む
人
権
救

済
制
度
を
早
急
に
確
立
す
る
決
意
を
新
た

に
し
た
。

　

部
落
解
放
中
央
共
闘
会
議
の
小
林
美
奈

子
・
事
務
局
長
の
司
会
あ
い
さ
つ
後
、
中

央
実
行
委
の
組
坂
繁
之
・
副
会
長（
部
落

解
放
同
盟
中
央
執
行
委
員
長
）が
開
会
あ

い
さ
つ
。続
い
て
同
実
行
委
の
葛
西（
か
っ

さ
い
）光
義
・
会
長
の
会
長
あ
い
さ
つ
を

藤
本
善
光
・
高
野
山
真
言
宗
社
会
人
権
局

長
が
代
読
し
た
。

　

各
政
党
か
ら
は
、
自
由
民
主
党
の
武
田

良
太
・
衆
議
院
議
員（
元
総
務
大
臣
）、
立

憲
民
主
党
の
泉
健
太
・
衆
議
院
議
員（
党

代
表
）、
公
明
党
の
矢
倉
克
夫
・
参
議
院

2022年度2022年度
部落解放・人権政策確立要求第１次中央集会部落解放・人権政策確立要求第１次中央集会

３
年
ぶ
り
の
５
月
東
京
集
結
！



議
員
、
国
民
民
主
党
の
玉
木
雄
一
郎
・
衆

議
院
議
員（
党
代
表
）、
社
会
民
主
党
の
福

島
み
ず
ほ
・
参
議
院
議
員（
党
首
）、
日
本

維
新
の
会
の
足
立
康
史
・
衆
議
院
議
員
が
、

代
表
あ
い
さ
つ
を
し
た
。

　

中
央
実
行
委
の
西
島
藤
彦
・
事
務
局
長

（
部
落
解
放
同
盟
中
央
書
記
長
）の
基
調
提

案
に
続
き
、
部
落
解
放
同
盟
愛
知
県
連
合

会
の
山
﨑
鈴
子
・
書
記
長
が
「「
愛
知
県

人
権
尊
重
の
社
会
づ
く
り
条
例
」
の
施
行

と
実
効
性
あ
る
条
例
を
め
ざ
し
て
」
と
題

し
て
特
別
報
告
を
行
な
っ
た
。

　

部
落
差
別
解
消
推
進
法
施
行
後
で
も
部

落
差
別
が
な
く
な
ら
ず
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
に
お
け
る
問
題
は
喫
緊
の
課
題
で
あ

る
こ
と
、「
全
国
部
落
調
査
復
刻
版
」
裁

判
も
勝
訴
で
は
あ
る
が
差
し
止
め
に
該
当

し
な
い
こ
と
が
生
じ
て
い
る
こ
と
や
差
別

さ
れ
な
い
権
利
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ

と
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、
控
訴
審
で
の
闘

い
を
今
後
も
十
分
に
行
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
課
題
に
つ
い
て

は
、
国
に
お
け
る
制
度
改
正
は
み
ら
れ
る

が
十
分
な
も
の
で
な
く
、
被
害
救
済
の
立

場
に
立
っ
た
、
差
別
を
な
く
す
た
め
の
法

律
の
制
定
が
必
要
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
踏
ま
え
る
と
、
国
に

お
け
る
人
権
の
制
度
や
体
制
づ
く
り
が
必

要
で
あ
り
、
人
権
委
員
会
の
設
置
、「
差

別
禁
止
法
」の
制
定
、「
人
権
侵
害
救
済
法
」

な
ど
の
制
定
を
強
く
求
め
て
い
く
こ
と
を

本
集
会
に
お
い
て
確
認
し
た
。

　
『
同
和
問
題
』
に
取
組
む
宗
教
教
団
連

帯
会
議
の
東
海
元
照
・
事
務
局
長
が
行
動

提
起
を
行
い
、
東
京
人
権
啓
発
企
業
連
絡

会
の
岩
根
孝
尚
・
顧
問
が
閉
会
あ
い
さ
つ

を
行
い
、
同
連
絡
会
の
山
岡
尚
哉
・
名
誉

顧
問
の
発
声
に
よ
る
団
結
が
ん
ば
ろ
う
に

よ
り
本
集
会
は
終
了
し
た
。

　

ま
た
、
閉
会
後
、

昨
年
度
の
10
月
行

動
で
は
実
施
で
き

な
か
っ
た
要
請
行

動
を
、
鳥
取
県
の

参
加
者
で
、
鳥
取

県
選
出
お
よ
び
秋

田
県
選
出
の
国
会

議
員
へ
の
要
請
を
、

衆
議
院
議
員
と
参

議
院
議
員
に
分
か

れ
て
実
施
し
た
。

「
愛
知
県
に
お
け
る
人
権
条
例
の
制
定
」

（
要
旨
）

・‌�

愛
知
県
の
人
権
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
、
そ
の
過

程
、
特
に
議
会
に
お
け
る
取
組
に
つ
い
て
報
告
さ

れ
た
。

・‌�

愛
知
に
は
差
別
は
な
い
と
さ
れ
た
、
１
９
６
０
年

代
か
ら
、
差
別
を
な
く
す
こ
と
が
必
要
だ
と
し
た

１
９
９
０
年
代
、
そ
し
て
、
部
落
差
別
解
消
推
進

法
施
行
後
の
取
組
に
つ
い
て
紹
介

特
別
報
告



　

部
落
解
放
・
人

権
政
策
確
立
要
求

中
央
実
行
委
員

会
が
東
京
・
日

本
教
育
会
館
で

２
０
２
２
年
度
部

落
解
放
・
人
権
政

策
確
立
要
求
第
２

次
中
央
集
会
を
10

月
27
日
に
実
施

し
、
３
３
６
人
が

参
加
、
本
会
か
ら

は
、
参
加
要
請
に

基
づ
き
、
西
田
三

朝
町
教
育
長
、
山

田
湯
梨
浜
町
教
育

長
は
じ
め
８
人
が

参
加
し
た
。

　

西
島
藤
彦
副
会

長（
中
央
執
行
委

員
長
）が
開
会
あ

い
さ
つ
を
行
い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の

部
落
差
別
情
報
が
削
除
さ
れ
な
か
っ
た
実

態
に
つ
い
て
、
前
日
の
国
会
質
問
に
つ
い

て
報
告
を
行
な
っ
た
。
続
い
て
同
実
行
委

の
葛
西（
か
っ
さ
い
）光
義
・
会
長
の
会
長

あ
い
さ
つ
を
藤
本
善
光
・
高
野
山
真
言
宗

社
会
人
権
局
長
が
代
読
し
た
。

　

各
政
党
か
ら
は
、
自
由
民
主
党
の
堀
井

巖
参
議
院
議
員（
差
別
問
題
に
関
す
る
特

命
委
員
会
委
員
長
）、
立
憲
民
主
党
の
泉

健
太
・
衆
議
院
議
員（
党
代
表
）、
公
明
党

の
吉
田
宣
弘
衆
議
院
議
員（
党
同
和
対
策

等
人
権
問
題
委
員
会
事
務
局
次
長
）、
国

民
民
主
党
の
古
川
元
久
衆
議
院
議
員（
党

国
対
委
員
長
）、
社
会
民
主
党
の
新
垣
邦

男
・
参
議
院
議
員（
副
党
首
）が
代
表
あ
い

さ
つ
を
し
た
。

　

中
央
実
行
委
の
赤
井
隆
史
・
事
務
局
長

（
部
落
解
放
同
盟
中
央
書
記
長
）の
基
調
提

案
に
続
き
、
部
落
解
放
同
盟
中
央
執
行
副

委
員
長
の
片
岡
明
幸
が
「
鳥
取
ル
ー
プ
・

示
現
舎
裁
判
控
訴
審
の
闘
い
に
向
け
て
」

と
題
し
て
特
別
ア
ピ
ー
ル
を
行
っ
た
。

　

今
後
、
控
訴
審
に
よ
り
２
０
２
３
年

６
月
に
は
高
裁
の
判
決
が
出
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
が
、
本
件
に
つ
い
て
、
何
人

に
も
差
別
さ
れ
な
い
権
利
を
司
法
機
関

に
認
め
て
も
ら
う
よ
う
、
今
後
も
様
々

な
取
組
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら 

な
い
。

　

ま
た
、
閉
会
後
に
は
、
鳥
取
県
の
参
加

者
で
、
鳥
取
県
選
出
お
よ
び
秋
田
県
選
出

の
国
会
議
員
へ
の
要
請
を
、
衆
議
院
議
員

と
参
議
院
議
員
に
分
か
れ
て
実
施
し
た
。

２
０
２
２
年
度
部
落
解
放・人
権
政
策
確
立
要
求

第
２
次
中
央
行
動
実
施
！

再
び
10
月
に
東
京
集
結
！



　

本
会
の
総
会
及
び
学
習
会
に
つ
い
て

は
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
書
面
開
催
が
続
い

て
い
た
が
、
２
０
２
２
年
度（
令
和
４
年

度
）部
落
解
放
・
人
権
政
策
確
立
要
求
鳥

取
県
実
行
委
員
会
第
38
回
総
会
及
び
学
習

会
に
つ
い
て
は
、
２
０
２
２
年
５
月
18
日

（
水
）に
倉
吉
未
来
中
心
小
ホ
ー
ル
を
会
場

に
、
会
場
参
加
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
ラ
イ
ブ
配
信
を
組
み
合
わ
せ
た
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
方
式
に
よ
り
、
実
に
３
年
ぶ
り
に

実
開
催
を
行
な
っ
た
。
感

染
症
対
策
の
た
め
、
入
場

者
を
96
名
に
限
定
し
た

が
、
県
内
か
ら
84
名
の
来

場
者
、
16
人
の
配
信
視
聴

者
、
合
計
１
０
０
人
の
参

加
者
が
結
束
し
、
今
年
度

の
活
動
計
画
等
の
審
議
、

学
習
会
の
実
施
を
実
現 

し
た
。

　

総
会
で
は
、
全
て
の
議

決
事
項
が
承
認
さ
れ
、
役

員
改
選
に
よ
り
新
た
に
倉

吉
市
長 

広
田
一
恭
氏
が

会
長
を
務
め
る
こ
と
と
な

り
、
今
年
度
よ
り
構
成
団

体
に
鳥
取
県
及
び
鳥
取
県

教
育
委
員
会
が
新
た
に
加

第
38
回
総
会
及
び
学
習
会
を

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
方
式
で
実
施

わ
る
な
ど
、
本
会
の
活
動
の

活
性
化
に
拍
車
が
か
か
っ
た

形
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、学
習
会
で
は
、「『
全

国
部
落
調
査
』
復
刻
版
出
版

事
件
裁
判
の
判
決
と
今
後
の

課
題
」
と
題
し
、
当
該
裁
判

の
弁
護
団
か
ら
河
村
健
夫
弁

護
士
を
講
師
に
迎
え
、
当
該

事
件
に
つ
い
て
の
こ
れ
ま
で

の
経
緯
、
裁
判
の
結
果
及
び

今
後
の
課
題
に
つ
い
て
学
習

を
深
め
た
。

第
１
号　
２
０
２
１（
令
和
３
）年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

第
２
号　
２
０
２
１（
令
和
３
）年
度
会
計
決
算
報
告
に
つ
い
て

第
３
号　
２
０
２
１（
令
和
３
）年
度
会
計
監
査
報
告
に
つ
い
て

第
４
号　
２
０
２
２（
令
和
４
）年
度
事
業
計
画（
案
）に
つ
い
て

第
５
号　
２
０
２
２（
令
和
４
）年
度
会
計
予
算（
案
）に
つ
い
て

第
６
号　
２
０
２
２（
令
和
４
）年
度
負
担
金
に
つ
い
て

第
７
号　

‌�
規
約
の
一
部
改
正
に
つ
い
て（
鳥
取
県
及
び
鳥
取
県
教
育
委
員

会
の
参
加
）

第
８
号　
役
員
改
選
に
つ
い
て（
広
田
会
長
就
任
）

2022年度

総
会
議
事


